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明
治
時
代
初
期
、
隅
田
川
に
架
か
っ
て

い
た
橋
の
う
ち
、
中
央
区
（
旧
日
本
橋
区
・

旧
京
橋
区
）
に
は
両
国
橋
、
新
大
橋
、
永

代
橋
の
３
橋
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

川
幅
が
広
く
、
架
橋
工
事
や
維
持
が
容
易

で
な
か
っ
た
た
め
で
す
が
、
そ
れ
を
補
う

よ
う
に
橋
と
橋
の
間
に
は
い
く
つ
も
の
渡

船
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

明
治
25
（
１
８
９
２
）
年
以
降
、
新
佃

島
（
現
・
佃
二
～
三
丁
目
）
や
月
島
一
号

地
（
現
・
月
島
）・
二
号
地
（
現
・
勝
ど
き

一
～
四
丁
目
）
が
造
成
さ
れ
、
工
場
や
住

宅
の
建
設
が
進
み
ま
し
た
。
陸
上
交
通
が

発
展
し
て
い
る
現
在
か
ら
は
想
像
で
き
ま

せ
ん
が
、
渡
し
船
は
運
輸
と
し
て
の
役
割

の
ほ
か
、
人
々
の
生
活
に
は
不
可
欠
な
交

通
手
段
で
し
た
。明
治
末
頃
に
お
い
て
も
、

月
島
、
佃
、
勝
ど
き
、
石
川
島
、
千
歳
、

安あ
た
け宅

、
中
洲
、
清
住
、
佐
賀
町
、
大
川
口

の
各
所
に
区
内
発
着
の
渡
し
が
あ
り
ま
し

た（『
中
央
区
史　

下
巻
』）。
今
は
そ
の
役

割
を
終
え
、
い
く
つ
か
の
碑
が
残
る
の
み

で
す
。

　

ま
た
、
渡
し
船
の
他
に
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
も
の
と
し
て
水
上
学
校
が
あ
り
ま

す
。
月
島
に
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
。
今
回
は
月
島
地
域
か
ら
消
え
た

渡
し
船
と
水
上
学
校
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

◇
３
つ
の
渡
し
船

　

月
島
の
渡
し
は
、
明
治
25
（
１
８
９
２
）

年
11
月
に
土
木
請
負
業
の
鈴
木
由
三
郎
が

南
飯
田
町
（
現
・
湊
）
～
月
島
西
河
岸
通

（
現
・
月
島
三
丁
目
）
間
で
有
料
の
手
漕
ぎ

船
に
よ
る
渡
船
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
明
治
34
（
１
９
０
１
）
年
に
東
京
市

へ
と
移
管
さ
れ
て
、
蒸
気
船
に
よ
る
無
料

の
曳
船
渡
船
に
か
わ
り
ま
し
た
。

　

月
島
西
河
岸
通
（
現
・
勝
ど
き
一
～
三

丁
目
）
～
南
小
田
原
町
（
現
・
築
地
）
を

つ
な
い
だ
勝
ど
き
の
渡
し
は
、明
治
38（
１

９
０
６
）
年
に
日
露
戦
争
の
戦
勝
を
記
念

し
て
京
橋
区
民
が
渡
船
場
を
設
置
し
、
東

京
市
に
寄
付
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
、
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
か
ら

蒸
気
船
で
運
航
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、
勝か
ち
ど
き鬨
橋
の
建

設
が
計
画
さ
れ
ま
す
。
明
治
期
か
ら
架
橋

計
画
が
あ
っ
た
も
の
の
な
か
な
か
進
み
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
８
（
１
９
３
３
）

年
に
勝
鬨
橋
の
建
設
が
着
工
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
こ
の
橋
は
昭
和
15
年
の
皇
紀

二
千
六
百
年
に
合
わ
せ
て
晴
海
地
区
で
開

催
予
定
だ
っ
た
、
日
本
万
国
博
覧
会
の
会

場
の
正
門
延
長
上
に
あ
っ
た
た
め
、
結
果

的
に
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
万
博
は
日
中
戦
争
の
激
化
な

ど
の
理
由
か
ら
中
止
が
決
定
し
た
も
の

の
、
橋
は
計
画
通
り
、
昭
和
15
年
６
月
14

日
に
完
成
し
ま
し
た
。
万
博
関
連
の
建
造

物
は
、の
ち
に
陸
軍
の
傷
病
兵
収
容
所（
東

京
第
一
陸
軍
病
院
月
島
分
院
）
と
な
る
万

博
事
務
局
棟
が
あ
り
ま
し
た
が
、
度
重
な

る
戦
禍
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た

め
、
勝
鬨
橋
が
現
存
す
る
唯
一
の
建
造
物

で
す
。
こ
の
勝
鬨
橋
の
開
通
に
よ
っ
て
、

月
島
と
勝
ど
き
の
渡
し
は
そ
の
役
目
を
終

え
ま
し
た
。

　

佃
の
渡
し
は
、
船
松
町
（
現
・
湊
三
丁

目
）
～
佃
島
（
現
・
佃
一
丁
目
）
間
で
、

築
島
間
も
な
い
正
保
２
（
１
６
４
５
）
年

頃
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
明
和
３
（
１
７

６
９
）
年
３
月
に
は
渡
し
船
が
転
覆
し
、

船
頭
や
名
主
が
罰
せ
ら
れ
た
と
の
記
事
が

『
佃
島
年
表
』に
出
て
い
ま
す
。
明
治
時
代

に
は
渡
し
賃
が
１
人
五
厘
で
あ
っ
た
の

で
、「
五
厘
の
渡
し
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
大
正
15
（
１
９
２
６
）
年
に
渡
船

の
運
営
が
東
京
市
に
移
管
さ
れ
、
無
料
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
２
（
１
９

２
７
）
年
３
月
、
そ
れ
ま
で
手
漕
ぎ
だ
っ

『
中
央
区
か
ら
消
え
た
モ
ノ
』（  ）２
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た
渡
船
が
、
蒸
気
船
に
よ
る
曳
船
渡
船

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年

に
は
佃
大
橋
が
完
成
し
、
最
後
ま
で
運

航
し
て
い
た
佃
の
渡
し
が
終
了
す
る
こ

と
に
な
り
、
中
央
区
内
に
あ
っ
た
渡
し

船
は
す
べ
て
姿
を
消
し
ま
し
た
。

◇ 

水
上
利
用
業
者
と
そ
の
子
ど
も

た
ち

　

大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
９
月
１
日

の
関
東
大
震
災
で
陸
運
は
壊
滅
状
態
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
物
資
を

運
ぶ
主
力
と
し
て
水
運
が
活
発
に
動
き

出
し
、
全
国
各
地
か
ら
の
救
援
物
資
も

運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
本
船
と
陸
と
の

間
の
貨
物
輸
送
に
使
用
さ
れ
る
小
さ
な

船
を
艀
は
し
け

船ぶ
ね

と
い
い
ま
す
が
、
運
搬
量
が

増
え
る
に
つ
れ
艀
船
も
大
型
化
し
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
、荷
役
時
間
の
延
長
、

積
み
荷
の
監
視
、
陸
上
と
の
二
重
生
活

の
回
避
な
ど
の
理
由
か
ら
、
通
い
の
船

頭
の
中
に
は
船
で
生
活
す
る
人
々
が
で

て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
船
で
生
活

し
て
い
る
人
々
を
水
上
生
活
者
と
い
い

ま
す
。
昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年
当
時

の
水
上
署
の
調
べ
に
よ
る
と
、
水
上
生

活
世
帯
は
約
２
５
０
０
に
も
上
り
ま
し

た
。

　

水
上
生
活
者
が
暮
ら
し
て
い
た
船

は
、宿や
ど

船ぶ
ね

と
炊せ
い
じ事
船せ
ん

と
が
あ
り
ま
し
た
。

宿
船
は
廃
船
を
修
理
し
生
活
の
本
拠
と

し
た
も
の
で
、
一
カ
所
に
停
留
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
船
数
が
増
え
る
と

水
上
通
行
の
妨
げ
に
な
り
、
度
々
取
り

調
べ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
炊
事
船
の
多
く
は
問
屋
や
回

漕
会
社
の
あ
る
河
岸
な
ど
に
係
留
し
、

必
要
に
応
じ
て
移
動
し
て
積
載
や
運
搬

業
務
に
つ
き
ま
し
た
。
多
く
は
船
尾
に

あ
る
２
～
３
畳
の
空
間
が
家
族
全
員
の

生
活
の
場
で
し
た
。
積
載
の
仕
事
が
入

る
と
目
的
の
船
や
倉
庫
、
工
場
に
移
動

し
て
荷
を
運
搬
し
ま
し
た
。
荷
揚
げ
先

の
倉
庫
に
空
き
が
な
い
時
は
、
荷
を
積

ん
だ
ま
ま
目
的
地
で
数
日
間
滞
留
す
る

こ
と
も
度
々
で
し
た
。
移
動
が
多
い
た

め
子
ど
も
た
ち
は
学
齢
期
に
な
っ
て
も

学
校
に
通
う
こ
と
が
難
し
く
、
常
に
親

と
共
に
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

船
か
ら
陸
の
小
学
校
に
通
え
た
と
し

て
も
、
船
は
朝
係
留
し
て
い
た
場
所
に

夕
方
戻
っ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

下
校
し
た
子
ど
も
た
ち
は
親
の
船
の
居

場
所
を
探
し
ま
わ
り
、
待
ち
あ
ぐ
ね
て

食
事
も
と
れ
ず
路
上
で
寝
て
、
翌
朝
空

腹
の
ま
ま
登
校
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
ま
た「
中
央
区
史　

下
巻
」

に「『
船
頭
の
子
共
に
学
問
は
い
る
も
ん

か
』
と
い
う
親
の
考
え
方
と
『
な
ま
じ

学
問
な
ど
を
さ
せ
る
と
陸
に
上
り
た
が

る
』
と
い
う
回
漕
会
社
の
気
持
ち
も
加

っ
て
」
と
あ
り
、
そ
う
し
た
様
々
な
思

い
が
就
学
率
を
低
下
さ
せ
て
い
た
よ
う

で
す
。

◇
水
上
小
学
校

　

昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
、
水
上
生

活
者
を
取
り
巻
く
環
境
改
善
、
福
利
増

進
を
目
的
と
し
た
水
上
協
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
協
会
は
彼
ら
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
寄
宿
制
の
学
校
設
立
を
世

に
訴
え
、
官
公
署
、
篤
志
家
ほ
か
有
志

者
に
援
助
を
求
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昭
和
５
（
１
９
３
０
）
年
９
月
５
日
、

東
京
水
上
尋
常
小
学
校
と
寄
宿
舎
が
月

島
西
仲
通
九
丁
目
５
番
（
現
・
勝
ど
き

一
丁
目
11
番
）
に
創
立
し
ま
し
た
。

　

学
寮
の
食
費
の
納
付
は
必
要
で
し
た

が
、
授
業
料
は
無
料
で
し
た
。
初
等
科

１
・
２
年
生
と
高
等
科
の
女
子
の
生
活

時
間
割
は
、
朝
６
時
に
起
床
、
身
支
度

を
済
ま
せ
、
点
呼
後
掃
除
を
し
て
か
ら

朝
食
、
午
前
中
の
授
業
を
終
え
て
、
12

時
か
ら
昼
食
で
し
た
。

　
「
皇
紀
２
６
０
０
年
記
念
誌『
水
上　

第
84
号
』」
で
、
昭
和
13
年
頃
の
学
校
の

様
子
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
当
時
の
家

庭
の
食
事
は
、
一
汁
一
菜
に
煮
付
け
や

焼
き
魚
が
一
般
的
で
、
寄
宿
舎
で
の
朝

食
は
そ
れ
と
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
献
立
一
覧
表
に
よ
る
と
昼
食

に
は
コ
ロ
ッ
ケ
に
キ
ャ
ベ
ツ
、
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
、
オ
ム
レ
ツ
、
カ
ツ
レ
ツ
に
野

菜
サ
ラ
ダ
、
開
化
丼
（
牛
丼
の
よ
う
な

も
の
）、
魚
フ
ラ
イ
、
み
か
ん
や
三
色
パ

ン
等
、
週
に
３
～
４
日
は
現
代
の
メ
ニ

ュ
ー
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
献
立
が
並

び
、
栄
養
に
も
重
点
が
置
か
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　

１
週
間
の
時
間
割
を
見
る
と
、
水
上

水上生活者昭和32年ごろ（米倉陽吉／撮影）
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で
の
環
境
に
よ
り
眼
病
や
皮
膚
炎
な
ど

に
か
か
っ
て
い
る
児
童
が
多
い
た
め
、

昼
休
み
に
は
肝
油
服
用
や
必
要
な
児
童

へ
の
治
療
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。
15
時

頃
授
業
が
終
わ
り
清
掃
を
済
ま
せ
る

と
、
お
や
つ
の
時
間
で
し
た
。
夕
食
は

17
時
か
ら
で
す
が
、
お
や
つ
の
後
夕
食

ま
で
の
間
に
入
浴
や
洗
濯
、
買
い
物
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
入
浴
や
洗
濯
の
時

間
は
週
３
回
あ
り
ま
し
た
。
下
級
生
は

20
時
に
消
灯
と
な
り
ま
す
が
、
上
級
生

た
ち
は
そ
れ
か
ら
班
長
会
や
週
番
事
務

整
理
な
ど
を
し
て
就
寝
し
ま
し
た
。
土

曜
日
に
な
る
と
帰
船
す
る
生
徒
も
い
ま

し
た
。

　

教
員
は
日
常
生
活
に
つ
い
て
も
指
導

し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち

は
水
上
で
生
活
を
し
て
い
た
た
め
、
石

け
り
な
ど
の
陸
上
で
の
遊
び
を
知
り
ま

せ
ん
。
教
員
が
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
、

遊
び
方
や
数
字
の
書
き
方
な
ど
を
次
第

に
学
ば
せ
る
指
導
方
法
が
と
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、し
つ
け
に
つ
い
て
は
、

学
寮
内
規
に
「
室
内
よ
り
外
部
に
物
を

投
げ
ざ
る
こ
と
」
と
い
う
一
文
や
「
お

と
う
さ
ま
」「
お
か
あ
さ
ま
」「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
」「
お
か
え
り
な
さ
い
ま

せ
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
等
の

具
体
的
な
言
葉
遣
い
が
示
め
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

昭
和
５
（
１
９
３
０
）
年
開
校
当
時
、

児
童
数
は
32
人
で
し
た
が
、
同
10
年
に

は
68
人
、
同
15
年
に
は
98
人
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
多

く
の
不
就
学
児
童
が
い
た
こ
と
か
ら
、

事
態
解
消
の
た
め
に
は
一
私
立
の
団
体

で
は
経
済
的
に
無
理
で
あ
る
と
水
上
協

会
は
東
京
市
に
陳
情
を
続
け
、
昭
和
15

年
３
月
31
日
に
公
立
の
東
京
市
立
水
上

学
校
と
な
り
、
移
管
と
同
時
に
水
上
協

会
は
解
散
し
ま
し
た
。

　

昭
和
16
年
に
国
民
学
校
令
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
水
上
学
校
は
翌
年

に
「
水
上
国
民
学
校
」
と
改
称
さ
れ
ま

し
た
。
錬
成
教
育
と
し
て
、
24
時
間
海

軍
の
予
鈴
方
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
伝

馬
船
漕
ぎ
、
手
旗
信
号
、
モ
ー
ル
ス
信

号
、
水
産
講
習
所
の
海
鷹
丸
船
上
で
の

デ
ッ
キ
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
女
子

に
は
海
事
理
解
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

昭
和
18
年
に
は
東
京
都
制
が
施
行
さ

れ
東
京
府
と
東
京
市
を
廃
止
し
、
旧
府

の
区
域
に
東
京
都
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
水
上
国
民
学
校
は
、
東
京
市
か
ら

京
橋
区
へ
と
移
管
さ
れ
、
さ
ら
に
深
川

区
浜
園
町
（
現
・
江
東
区
塩
浜
一
丁
目

３
番
）に
は
分
校
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

月
島
校
舎
に
は
初
等
科
１
・
２
年
と
高

等
科
女
子
、
深
川
分
校
に
は
初
等
科
３

～
６
年
と
高
等
科
男
子
が
配
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
分
校
完
成
直
後
、
疎
開
命
令

が
出
さ
れ
た
た
め
、
初
等
科
３
年
生
以

上
の
希
望
す
る
児
童
は
茨
城
県
新
治
郡

へ
疎
開
、
そ
の
後
に
秋
田
県
の
田
沢
湖

付
近
へ
の
再
疎
開
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
戦
後
は
、
帰
京
し
た
も
の
の
月
島

校
舎
は
軍
部
が
使
用
し
て
い
た
た
め
、

す
ぐ
に
は
教
室
で
の
授
業
を
再
開
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
教
員
が

艀
船
で
巡
回
し
、
船
上
で
生
徒
の
学
習

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

◇
戦
後

　

昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
に
教
育
基

本
法
が
公
布
さ
れ
、
義
務
教
育
が
現
在

の
形
に
な
り
ま
し
た
。
水
上
国
民
学
校

は
東
京
都
立
水
上
小
学
校
と
改
称
さ
れ

ま
し
た
。
高
等
科
は
中
学
校
に
再
編
成

さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
区
立
中
学
校
に
通

学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
24
年

に
は
学
校
所
在
地
が
月
島
か
ら
深
川
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
の
住
宅
難
か
ら
水
上
生
活
者
が

増
加
し
、
児
童
数
も
昭
和
27
年
に
は
１

８
６
人
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭

和
30
年
代
か
ら
始
ま
る
高
度
経
済
成
長

に
よ
っ
て
、
次
第
に
物
流
の
主
流
が
水

運
か
ら
陸
運
に
代
わ
り
、
陸
上
生
活
に

移
行
す
る
人
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年
頃
に
は
年
間

10
数
人
の
児
童
が
転
校
し
て
い
き
、
同

40
年
に
は
児
童
数
が
45
人
ま
で
減
少
し

た
た
め
、
東
京
都
は
廃
校
を
決
定
し
ま

し
た
。
昭
和
41
年
３
月
、
創
立
以
来
35

年
で
水
上
学
校
は
そ
の
役
割
を
終
え
ま

し
た
。
月
島
の
学
寮
は
中
央
区
水
上
学

寮
と
改
称
し
中
学
生
を
受
け
入
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
も
入
寮
者
減
少
の
た

め
に
昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
に
廃
止

と
な
り
ま
し
た
。



－ －

第 171 号

8124

参考文献
書名 著者 出版者 出版年

中央区沿革図集　京橋・日本橋・月島各篇 中央区立京橋図書館／編 中央区立京橋図書館 1994～1996
中央区史　上巻・下巻 東京都中央区役所／編 東京都中央区役所 1958
佃島年表 中央区立京橋図書館／編 中央区立京橋図書館 1966
月島発展史 京橋月島新聞社／編 京橋月島新聞社 1940
幻の東京五輪・万博1940 夫馬信一／著 原書房 2016
幻の万国博覧会　月島四号地（晴海）の万博計画とその背景 増山一成／著 中央区立郷土天文館（タイムドーム明石） 2007
水上　皇紀二千六百年記念　第84号 東京市水上小学校／編 東京市立水上小学校 1940
東京都水上国民学校要覧 東京都水上国民学校／編 東京都水上国民学校 1943
水上学校の昭和史―船で暮らす子どもたち― 石井昭示／著 隅田川文庫 2004
図説江戸・東京の川と水辺の事典 鈴木理生／編著 柏書房 2003
昔の子どものくらし事典 本間昇／慣習 岩崎書店 2006
給食の歴史 藤原辰史／著 岩波書店 2018

新
刊
案
内

大
名
の
江
戸
暮
ら
し
事
典
（
禁
帯
出
）

 

松
尾
美
惠
子　

藤
實
久
美
子
／
編　

柊
風
舎

　

江
戸
の
大
名
を
め
ぐ
る
制
度
、
日
々
の
暮
ら
し
の

様
々
な
場
面
を
、
記
録
史
料
に
基
づ
い
て
総
合
的
に
ま

と
め
た
大
名
の
心
得
と
も
い
え
る
資
料
。
幕
府
と
の
関

係
、
江
戸
屋
敷
の
機
能
や
交
際
、
人
生
儀
礼
、
年
中
行

事
等
に
至
る
ま
で
、
守
る
べ
き
行
動
規
範
が
記
さ
れ
て

い
る
。
一
見
、華
や
か
に
見
え
て
い
た
大
名
の
生
活
は
、

武
家
諸
法
度
を
始
め
と
す
る
厳
し
い
決
ま
り
に
縛
ら
れ

て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
長
き
に
渡
り
続
い
た
、
徳
川

幕
府
の
武
家
社
会
が
、
本
書
を
通
し
て
見
え
て
く
る
。

東
海
道
五
拾
三
次　

描
か
れ
た
人
々
の
「
声
」
を
聴
く

 

藤
澤
紫
、
他
／
編
著　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

　

歌
川
広
重
の
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
、
江
戸
時
代
の
多

種
多
様
な
人
々
の
姿
を
、
細
か
く
解
説
。
併
せ
て
、
絵

を
も
と
に
生
ま
れ
た
、
十
三
話
の
人
情
味
溢
れ
る
物
語

が
展
開
さ
れ
る
。「
日
本
橋　

朝
之
景
」
か
ら
「
京
師

（
京
都
）
三
条
大
橋
」
ま
で
、
舞
台
地
を
め
ぐ
る
コ
ラ
ム

も
所
載
。
江
戸
時
代
の
人
々
と
共
に
旅
を
楽
し
め
る
。

巻
末
に
「
東
海
道
五
拾
三
次
」
の
現
在
を
紹
介
。

市
場　

北
川
ナ
ヲ
／
著　

 

文
芸
社

　

江
戸
時
代
、
三
百
年
以
上
続
い
た
日
本
橋
魚
河
岸
。

そ
れ
を
、
築
地
に
引
っ
張
っ
て
き
た
実
在
の
人
物
を
モ

デ
ル
に
、
書
か
れ
た
物
語
。
そ
の
熱
意
と
知
恵
で
、
困

難
を
乗
り
越
え
て
き
た
男
の
生
き
様
は
、
現
代
の
私
た

ち
に
も
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
。
当
館
で
は
、
こ
の
モ

デ
ル
と
な
っ
た
人
物
、
田
口
達
三
氏
が
１
９
６
２
年
に

記
し
た
「
魚
河
岸
盛
衰
記
」（
禁
帯
出
）
も
所
蔵
。


